
特集インフラの維持管理

1.　はじめに

ISO 55001 のお話しをしに行くと，「また，
ISO ですか」という表情をされる方もいます。

すでに ISO 9001，ISO 14001 などに取り組ん
でいるのに，「今度は，アセットマネジメントシ
ステムですか」という反応が返ってくることもあ
るのです。“ISO”は形式的で作業の負担が大き
く面倒なものと捉えられている面もあるからでし
ょう。

そうした思いもくみ取りながら，ISO 55001 が
誕生した意図やメリットを説明していくのは，実
はひと苦労です。一連のお話しを終え，「腑に落
ちた」とつぶやいていただいた時は苦労も吹き飛
びます。

アセットマネジメントシステムの考え方を経営
に取り入れ組織全体の基盤とすると，日常的な活
動だけでなく突発的なリスクにも対応でき，さら
に新たなビジネスチャンスをつかむ可能性があり
ます。

こうしたことから，2017 年に設立した一般社
団法人日本アセットマネジメント協会（JAAM：
Japan Association of Asset Management。以
下，「JAAM」という）での活動や全国の現場の
声をお聞きしたことも交え，アセットマネジメン

トの共通基盤としての ISO 55000 シリーズの役
割などについて記したいと思います。

2.　‌�ISO 55000 シリーズは‌
ハードル走！

マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 本 丸 と も い え る
ISO 55000 シリーズが誕生したのは，6 年前の
2014 年 1 月です。

その後，日本語に翻訳され，3 年前の 2017 年 8
月に，JIS Q 55000 シリーズとして発行されまし
た。

アセットマネジメントシステムの国際規格は，
ISO 55000，55001，55002 の 3 つの規格から構成
されているので“ISO 55000 シリーズ”と呼ばれ
ています。“ISO 55000 シリーズ”は“ハードル走”
のようです（図－ 1）。
“ISO 55001”は約 100 の要求事項があり，認

証を取得しようとする組織はこの約 100 個のハー
ドルを飛び越えてゴールしなければなりません。

その認証取得に向けたハードル走のいわばルー
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図－ 1　ISO 55000シリーズのイメージ
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ルブックが“ISO 55000”です。“ISO 55000”に
は，“アセットマネジメントの原則や取り組むにあ
たっての心構え”などのルールが記されています。

そして，どのように走ればハードルをスムーズ
に飛び越えることができるのか，“ISO 55002”
は，“ISO 55001”で記載されている約 100 個の
要求事項をクリアし，目標を達成するための方法
を指南してくれます。

難関のハードル走ですが，ルールブックと指南
書を理解すれば完走できるというわけです。

道路や上下水道などのアセットは年々劣化して
いきますし，時に思いもよらない災害に見舞われ
るなどのリスクを背負っています。ですから，ア
セットから利益を得，社会的責任（CSR）を果た
していくことは並大抵のことではありません。そ
うしたことに対処していくために，“事前にどの
ようなアセットマネジメントシステムを構築して
おいたらよいか”を ISO 55000 シリーズは示し
てくれます（表－ 1）。

3.　‌�ISO 55000 シリーズが‌
何を目指しているか！

企業や公共団体は，“インフラ，人財，カネ，
情報”といったアセットを持っています。そして
保有するアセットをうまく運用して，価値を生み
出そうとしています。この価値を生み出そうとす
る活動がアセットマネジメントです。

しかし，アセットマネジメントには「専門分野
の力量がある○○君に依存してしまい，彼が退社
したら後に続く人材が育っていない」，「現場で起
こった問題や失敗は現場単位では改善されている

が，組織全体の改善になかなかつながらない」な
どの悩みもよく聞きます。そうした悩みを解決し
てくれるのが ISO 55000 シリーズのマネジメン
トシステムです。アセットマネジメントの手順を
整え，リスクをあらかじめ予想し対処していける
ようなシステマティックな活動をするにはどうし
たらよいか。ISO 55000 シリーズはそうしたニー
ズに応えてくれます。

また，ISO 55000 シリーズには随所に「アセッ
トマネジメントのポイントは，“コスト”，“リス
ク”，“パフォーマンス”の 3 要素のバランスをと
ることにある」と記されています。
“コスト”，“リスク”，“パフォーマンス”は多

くの場合，相反関係にあります。“パフォーマン
ス”を高めようとすれば“コスト”がかさんだり，

“コスト”を削減するあまりアセットを巡る“リ
スク”が高まったりすることはよくあることです。

ISO 55000 シリーズはシステマティックなアセ
ットマネジメントの展開により，“コスト”，“リ
スク”，“パフォーマンス”のバランスを取りなが
ら，アセットからの価値を最大化しようとするも
のです。まさに“経営マネジメント”ともいえる
マネジメントシステムです（図－ 2）。

4.　‌�アセットマネジメントシステムの‌
国際的な普及の動向はどうか！

2019 年時点で約 280 の組織が ISO 55001 の認
証を取得しています。国別では日本が第 1 位で，
オーストラリア，オランダの 3 カ国で全体の半数
以上を占め，英国がそれに続いています（図－ 3）。

表－ 1　ISO 55000シリーズの構成

ISO 55000 アセットマネジメント
―概要，原則及び用語

ISO 55001 アセットマネジメント
―マネジメントシステム― 要求事項

ISO 55002
アセットマネジメント
―マネジメントシステム― ISO 55001 の
適用のための指針

図－ 2　アセットマネジメントの 3要素
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業種別では利用料金が伴う電力と上・下水道の割
合が全体の半数近くを占めています（図－ 4）。

ヨーロッパでは電力事業者の多くが，ISO 55001
を認証取得し，アセットからの利益を最大化する
ツールとしています。英国では高速道路，鉄道，
河川を担う官民組織は，政府から ISO 55001 に
基づいた事業を展開するよう求められています。

オーストラリアでは上・下水道，電力，道路を
中心に ISO 55001 の認証取得が進んでいて，そ
の成果を公共料金の設定やサービス水準に反映し
ています。

5.　‌�アセットマネジメントシステムを‌
導入した組織の声は！

2020 年 6 月末現在，日本で JIS Q 55001（ISO  
55001）を認証取得している組織は 62 となりまし
た。JAAM の会員数も，法人会員が 92，国・地
方自治体の準会員は 234 と年々増加しています。

そうした中で，民間企業や地方公共団体などの

アセットマネジメントシステムの導入の目的と効
果について，現場の声などを箇条書きで紹介します。
・公共施設の維持管理予算は単年度主義なので，

どうしても年度ごとの予算枠の中で問題の起こ
った箇所の“事後保全”になりがち。厳しい財
政の中では，中長期的にライフサイクルコスト
を削減するため，アセットの劣化によるインシ
デント（事故）を未然に防ぐ“予防保全”へか
じを切りたい。そのためには，中長期的な予算
の確保の必要性を財政当局や市民や議会などに
理解してもらえる説明根拠が必要になってい
る。ISO 55001 を導入して，信頼性の高いデー
タ・情報を用い，将来的な見通しを示し，理解
を得たい。（公的機関の例）

・ISO 55001 が求めている“文書化した情報”を
作成・更新・管理し，現場の状況をスムーズに
正確に把握し，アセットの管理に伴う問題の解
決に活用したい。そうする中で，中長期的なコ
スト縮減やリスクを考慮した適切なパフォーマ
ンスの実現につなげたい。（官民の例）

・アセットマネジメントには“財務的”な情報と
“技術的”なデータがあるが，そのままではバ
ラバラに蓄積されている。財務と技術のデー
タ・情報をひも付けることで初めて有効なアセ
ットマネジメントが実践できる。そうすること
で，必ずしも現場実務に明るくない（技術的知
見を持たない）投資家にも投資に対する意思決
定を行うための判断材料を提供することができ
るようになる。（民間企業の例）

・これまで新規に建設する業務については，完成
時点で顧客（発注者）から要求される仕様を満
たすことが主目的だった。しかし，今後は施設
のライフサイクルを視野に入れた設計，建設を
さらに展開することが求められるであろう。そ
のような理解を深め，技術提案力を向上するた
めには ISO 55001 の考え方を導入することが
有効である。（民間企業の例）

・民間活力を活用した公共施設の包括委託業務や
PPP/PFI 事業が盛んになってきている。これ
まで取り組んできた新しいストックを生み出す

図－ 3　国別認証組織割合
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図－ 4　国際的な業種別認証組織割合
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“建設部門”だけでなく，ISO 55001 を認証取
得し，“ストックを管理・運営する部門”を設
け，新たなマーケットに参入していきたい。

（ex．2019 年に水道法が改正されたことによ
り，厚生労働大臣の許可を受けてコンセッショ
ン方式が実施可能になる。）（民間企業の例）

・建設コンサルタンツとして，長期修繕計画の策
定，ライフサイクルコストの算定，劣化予測，
施設更新計画などストックマネジメントに関す
る業務に対応していくためには，対象となるア
セットの過去の補修履歴や中長期のストックの
状況を見通した技術提案書をいかに作成するか
が受注機会の拡大に欠かせない。そうした技術
提案力の向上に ISO 55001 の考え方を活用し
たい。（建設コンサルタンツ会社の例）

・海外でもヨーロッパ・英国・オーストラリアを
中心に，官民で連携した ISO 55001 に基づい
た事業が展開され，電力・道路・鉄道・上下水
道の分野において積極的に ISO 55001 の認証
取得が進められている。インフラの海外輸出を
国の主要施策とする日本において，こうした国
際的な動きを看過できない。特に建設系企業の
国際部門において ISO 55001 の認証取得が急
がれる。（国際的な活動を視野に入れた民間企
業の例）

・SDGs の流れの中で，再生可能エネルギー事業
の拡大が予想される。再生可能エネルギー事業
は自然に働きかけてクリーンなエネルギーを生
産していくことから，事業を展開するには様々
な関係者の理解を得ながら進める必要がある。
そのためには ISO 55001 の認証を取得し，説
明責任を高めたアセットマネジメントを展開し
ていきたい。（再生可能エネルギー事業に取り
組む企業の例）

6.　‌�ISO 55001 はどのようなことを‌
求めているか！

冒頭の「また，ISO ですか」のコメントの理由
の一つは，“品質”，“環境”，“情報”などのマネ
ジメントシステムができるたびに，新しいマニュ
アルなどを作成しなければならないことにありま
した。これに対し，ISO（国際標準化機構）は
2014 年に共通項 SL を公表することでこの問題を
解決しました。それまでバラバラだった規格要求
事項の順番をそろえたのです。

私は共通項 SL を蒸気機関車（SL）に見立て，
図－ 5のように紹介しています。

マネジメントシステムを牽引するのは 1 両目の
“組織の状況（箇条 4）”と 2 両目の“リーダーシ
ップ（箇条 5）”です。続く，3 両目から 7 両目が
ISO マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 真 骨 頂 で あ る
PDCA サイクルと箇条 7 のマネジメントシステム
の支援施策です。

こうして，マネジメントシステムの順番がそろ
ったことで“品質”，“環境”，“アセット”の異な
るマネジメントシステムを 1 冊のマニュアルに統
合することができるようになりました。

共通化してきたマネジメントシステムですが，
他のマネジメントシステムにはない，アセットマ
ネジメントシステムの特徴的な要求事項を以下に
4 点挙げます。
・アセットは建設から維持管理，更新，廃棄とラ

イフサイクルにわたって持続的に展開する必要
がありますから，中長期的な視点に立った戦略
的アセットマネジメント計画（SAMP）の策定
を求めています。

・アセットマネジメントのリスクが高まるのは，

図－ 5　共通項 SLのイメージ
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人員の変更，作業手順の変更，部品の交換・更
新など“変更”を行う時なので，変更する際に

“変更のマネジメント”を実施することを求め
ています。

・組織内だけでアセットマネジメントの全てを展
開することが難しいので，オペレーション＆メ
ンテナンス（O ＆ M）や，補修・点検・調査
業務を外部に委託する場合があります。外部委
託するプロセスはリスクが発生しやすいので，

“外部委託マネジメント”を実施することを求
めています。

・効率的なアセットマネジメントを行うためには，
“事後保全”から“予防保全”に転換していく
ことが有効です。“予防保全”を充実するため
に，予防処置のプロセスの確立を求めています。
また，規格の特徴は本文に使用される用語の頻

度からも読み取ることができます。参考として
2017 年度の JAAM 研究発表会に筆者が投稿した

“箇条解析に基づく ISO 55001 国際規格の内容に
関する一考察”から，“ISO 9001，ISO 55001 の
使 用 文 字 量 の 比 較 表 ” を表－ 2に 示 し ま す

（https://www.ja-am.or.jp/research_publication/ 
2017/msac-toya.pdf）。

ISO 55001 に特に頻出する用語は，“リスク（22
箇所）”，“変更（10 箇所）”，“更新（8 箇所）”，“外
部委託（8 箇所）”です。

ISO 55001 に特化した用語は，“SAMP（戦略
的アセットマネジメント計画）（9 箇所）”，“イン
シデント（8 箇所）”，“財務・非財務（7 箇所）”で，
建設から維持管理・更新・廃棄のライフサイクル
の中で展開されるアセットマネジメントですから

“時間”に関する用語も 5 箇所で用いられていま 
す。

7.　‌�一般社団法人日本アセット‌
マネジメント協会の活動は！

2014 年の ISO 55001 発行に伴い，2017 年 8 月
の JIS Q 55001 の制定を視野に，2017 年 5 月 19
日に，一般社団法人日本アセットマネジメント協
会（会長 小林潔司 京都大学名誉教授）を設立し
ました。現在，JAAM は表－ 3のように，430
の組織・個人で構成されています。92 の法人会
員の業種別割合については図－ 6のとおりです。

JAAM は国内での ISO 55001 の普及と発展，
これに関わる教育・研究や実務支援を目的とし，
ISO 55001 に取り組む組織が文書主義に陥ること
なく，現場で役に立つマネジメントシステムの展

表－ 2　  ISO 9001，ISO 55001に頻出する用語の
使用文字量

ISO 9001 ISO 55001
共通した用語のうち 55001 に
頻出する用語
リスク
変更
更新
外部委託
意思決定

16
17
5
1
1

22
10
8
8
4

ISO 55001 に特化した用語
SAMP（戦略的アセットマ
ネジメント計画）
インシデント
財務・非財務
時間（経時的，ライフサイ
クル，適切な期間など）

0

0
0
0

9

8
7
5

表－ 3　JAAM会員の構成（2020年 6月末現在）

　下記の 430 の組織・個人が入会
・法人正会員：92 組織
・法人準会員（国，地方公共団体）：234 組織
・個人正会員：100 名
・個人準会員（海外）：4名

会員一覧掲載：‌�https://www.ja-am.or.jp/membership/
member_list.html

図－ 6　法人正会員 業種別割合
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開を支援しています。
また，国際的には ISO 55000 シリーズの規格

内容を検討する会議体である ISO/TC251 の日本
代表として参加するとともに，“日本型のアセッ
トマネジメント”の考え方や技術を世界に発信す
る活動も行っています。

さらに，これまでに 4 回の認定アセットマネー
ジャー国際資格検定試験（CAMA 試験）を実施
し，あわせて 178 名が合格し，認定アセットマネ
ージャー国際資格を取得し，国内外でアセットマ
ネジメントの実務などで中心的な役割を担ってい
ます。

JAAM で実施している主な活動を下記に紹介
します。
・アセットマネジメントに関する最新の情報提供
・アセットマネジメントに関するセミナー等の実

施
・地方公共団体等を対象とした講習会の開催や技

術支援
・研究・実践発表会の開催
・認定アセットマネージャー国際資格検定事業
（CAMA 試験）の実施

・国内審議団体として ISO/TC251 の ISO 55000
シリーズの改定などへの対応

・書籍の出版（2019 年 8 月「実務者のためのアセ
ットマネジメントプロセスと成熟度評価」を出版）
その他，経済産業省資源エネルギー庁などから

のアドバイスを受けた「JAAM 太陽光発電アセ
ットマネジメントガイドライン（案）」（2020 年 3
月 ） の 作 成 や，2018 年 11 月 に 改 定 さ れ た
ISO 55002：2018 に準拠した JIS Q 55002 の原案
作成，劣化予測モデル等のアセットメトリクスな
どのアセットマネジメント関するアプリケーショ
ンソフトの開発・普及などにも取り組んでいます。

JAAM ホームページ
　https://www.ja-am.or.jp/

8.　おわりに

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は，
人々の生活や経済に大きな影響を与えています
が，その中で大きな変革をもたらしているのはリ
モートワークです。リモートワークに使用されて
いるシステムはコロナ感染以前から構築されてい
ましたが，社内だけでなく，遠近を問わず，移動
を伴わず，顧客などともアクセスできるビジネス
手段として爆発的に利用が進みました。改めて多
くの組織や人々が共通システムを利用することに
よる“マス（mass）”の効果を実感します。

アセットマネジメントも同様に多くの組織がシ
ステムを共通化すれば効果は大きくなり，“マス

（mass）” の 効 果 が 期 待 で き ま す。 現 在 は，
ISO 55000 シリーズは社内のアセットマネジメン
トの改善活動の一環として取り組んでいる組織が
多くを占めていますが，その価値が実感され，目
に見える便益が生み出されてくると，リモートワ
ークのようにアセットを取り巻く関係者の中で，
アセットマネジメントの共通基盤となる可能性が
あります。

例えば，ISO 9001 の普及によって，建設事業
における共同事業体（JV）を組む際，JV を構成
する企業間で互いの品質マネジメントシステムを
照合することで品質マネジメントの共通基盤につ
いての合意形成がしやすくなったといわれていま
す。

特に，インフラなどのアセットについてはアセ
ットオーナーだけでなく多くの外部委託者とのチ
ームワークでアセットマネジメントが展開されて
います。そうした関係者が共通のシステムの下で
アセットマネジメントを展開できれば，その効果
は高まるはずです。

ISO 55000 シリーズの取り組みはまだ黎明期で
すが，幅広い組織にアセットマネジメントシステ
ムのメリットを実感していただけるよう努めてい
きたいと思います。
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